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トリステアリン 100%を融液にして固化した試料， トリステアリン 80%と流動パラフィン 20%の混
合比， トリステアリンと流動パラフィンの混合比 50%と 50%， 20%と 80%の4種類を固化状態とし
て試料iζ用いた。試料はX線回折の試料ホlレタ‘ーにつめ，ただちに測定を行なう。
2. 2 測定法
X線デフラクトメータを用し¥回折角 20の測定範囲を 180 から 260C の問とし，ゴニオメータの回転
速度は 10/minで回転するように設定した。記録部のチャート紙もゴニオメータの速度と一致するように回
転速度を設定した。 ζのようにして単位胞の短面間隔を測定するのであるが，単位胞の長面間隔を測定する





トリステアリン 100%を 500Cで熱処理し，その変態の転移変化を経時的に測定した。その結果 Fig.
lK示すようにα型の変態が固化直後15分でみられ， 20時間後にはs'型への変型lζ転移し， 43時間後。'型の
回折線があらわれ， 93時間後 intermediate裂になり，。型になり， s型と恩われるのは 141時間後lζ現われ









%に比較して，転移速度は極めて早くなる。 12分で intermediate型に転移し， 21分でO型と判断できるパ
ターンになる。乙れは流動パラフィンが混合されたためで流動パラフィンの量を増加させると，転移速度は
きらに早くなる乙とがみいだされた。転移速度の早くなった原因はα型から3型への転移は連続的なもので






は 4.15A (132)， 1本の回折線であり，それより密になった s'型は 4.20A(132)と 3.80A (130)， 
の2本となり， intermediateは 4.62A(100)， 4.l5A(132)， 3.75 A (130)，の3本となり，さらに日
裂は 4.57A (100)， 3.85 A (130)， 3.65 A (060)と回折角が変化して，密になる。このように Fig.3
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Transformation of long spacing (003) by the heat treatment. 
3. 2 畏面間隔 (003)の経時変化
トリステアリン 100%の1成分系とトリステアリン 80%.流動パラフィン 20%の2成分系，乙れら
2種類の試料を用いて (003)長面間隔を測定した。その結果は Fig.4K示すような直線性が得られる。
一本の直線にトリステアリン 100%の試料と2成分系の試料の (003)の測定値が一致するが. 2成分系
試料は横軸において分の単位をとり，一成分系試料は時間の単位を日であらわした。
(003)面は Fig.5(4)(c)を測定している乙とになり， トリグリセライド結晶の unitcelの最も長い
(001)格子面を求めるには (003)の格子面間隔を3倍すればよい。 (003)面が時間と共に減少するの
は六万晶系より，三斜品系lζ晶系が転移する乙とを示している。三斜晶系に転移する速度は流動パラフィン


















3. 3 短面間隔 (100)の回折強度の変化
Fig. 1と Fig.2の短面間隔の回折パターンをグラフによって表わすと Fig.6(a)， (b)のような傾向
になる。乙の Fig.6は回折パターンのO型における (100)面を対象とした。 Fig.6(a)はトリステアリ
ン 100%の融液を急冷固化して， 500C で熱処理した結果であり. Fig.6 (b)は2成分系を常温にお
いて転移させ，。型』ζ転移したときの (100)を経時的に測定した結果である。
1成分系の場合K，グラフの時間車由は逆数を用いているので，現象として(100)の回折線が最も強いの
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Summary 
The allotropic transition of po1ymorphsum in tristearin is followed by X-ray diffraction. Four 
modifications;α-， s'一， intermediate and s-form of tristearin had been identified. The transition 
rate of modi凶f白ica剖叫t“ioni包sdepended 0叩na quanti江tyof impurity (liquid pa ぱ f臼1叫r
the much qu叩 t出ity0ぱfimpurity， the transition rate of modification become the rapid transition of 
α-form to s-form. The intensity of X-ray diffraction on (001) and (100) p1ane in a unit cel of 
s-form is the same phenomenon for impurity effect. 
